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第３回 豊能町子ども・子育て審議会 議事録（要約） 

 

日時 平成２６年６月２４日（火） 

１４：００～１６：００ 

場所 役場本庁２階 会議室 

                       出席者 委員１０名、事務局６名 

                        

会 長：ただいまの出席委員は８名（２名は少し遅れて出席）です。過半数に達していますので、

ただいまから第３回豊能町子ども・子育て審議会を開会します。 

議事 

 

１）豊能町の子ども・子育て支援に関する調査に基づく「量の見込み」と「確保方策」について 

   

会 長：豊能町の子ども・子育て支援に関する調査に基づく「量の見込み」と「確保方策」につい

て事務局の説明を求めます。  

 

事務局：事業計画に盛り込むべき主な子育て支援事業の方向性について説明する。    

    ワークシート１（保育所）についての利用見込み量は「将来利用したい」「あれば利用し

たい」というニーズを含んでおりますので、全体的には実績値より見込み値が多くなって

います。今、育児休業取得予定の方も０歳ニーズ量の中に含まれているので、利用見込み

量については、平成２１年度から２５年度の実績値よりも多い人数となっている。各事業

の確保方策の数値については、もう少し精査した後で示していきたい。 

 

会 長：懸念として就労時間の保育要件が 64 時間に緩和されるとニーズが増えることはあるが、

対応できる見込みですか。 

 

事務局：就労状況や保育料との兼ね合いもありますが、アンケート結果からみると、対応できると

見込んでいます。 

 

会 長：西地区は、まだ認定こども園がありませんので、認定こども園にすることによって、その

ニーズに対応できる方向性にもっていければと思います。 

 

事務局：ワークシート３（時間外保育事業）では、今の説明どおり現行でもニーズをほぼ満たして

おります。19 時以降の保育について「利用見込み量」としてのニーズもあります。保育

終了時間以降はファミリーサポート事業の活用と併せて検討して行きたいと思っている。。 

 

会 長：平成２４年度と比較して平成２５年度の実績値が下がっている理由は何か。 

 

事務局：保護者の就労形態が変わったのではないかと思います。 
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事務局：ワークシート４（放課後児童健全育成事業）について、実績値は現在放課後児童クラブを

利用している 1～3年生のみです。今後については放課後子ども教室の「わくわく教室」

と放課後児童クラブの「留守家庭児童育成室」について、一体的に運営・連携していきた

いと思っています。 

 

会 長：具体的には計画はできていないが、今後の５年間で整備をして、これに向かっていくとい

うところでしょうか。 

 

意 見：高学年の受け入れを早くするとかだけではなく、長期休暇の受け入れも同時並行していく

のですか。 

 

事務局：時期や具体的な内容については今後検討していくことになります。 

 

意 見：収入が低い家庭というのは、保育園に入れて働くと、かえって保育料が高くなる。幼稚園

は保育料が一律だから、働いて幼稚園を選択している人もいます。 

 

意 見：地域子育て拠点事業を一度利用したことがありますが、そのようなサービスや施設があっ

ても、なかなかそこまで行けません。もっと身近で相談できたりする所がないかと思いま

す。 

 

事務局：保健福祉課の「こんにちは赤ちゃん」事業と連携して子育て支援を家庭訪問型の事業に切

り替え、充実して行こうと調整しているところです。 

 

意 見：子育て短期支援事業ですが、数は少ないのですが、近隣の施設と情報交換などして、緊急

の場合に対応できる場所を一定量確保していただくのは必要だと思います。 

 

会 長：社会的資源には限りがあるので、有効に活用し、町内に施設が無いながらも何とかいける

ようになるといいと思います。 

 

意 見：豊能町の需要と供給のバランスが町としてよいですが、夏休みや春休みに預ける場所がな

くなるというところが課題でしょうか。 

 

会 長：質疑がないようでしたら、ご意見を踏まえ概ね事務局の案の方向性で、次回以降、確保方

策を示して下さい。 

 

２）豊能町子ども・子育て支援事業計画の構成について 

 

会 長：続きまして、次の議題である「豊能町子ども・子育て支援事業計画の構成について」で、
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事務局の提案説明を求めます。 

 

事務局：豊能町子ども・子育て支援事業計画の策定方針と体系の検討についての説明 

 

意 見：次世代育成支援行動計画と子ども・子育て支援事業計画とはどうなっているのですか。 

 

事務局：次世代育成支援対策推進法等の 一部を改正する法律が今年４月に公布され、法律の有効

期限を平成２７年４月から平成３７年３月まで１０年間延長された。近隣市町の大半は、

子ども・子育て支援事業計画と次世代育成支援行動計画とを一体的に計画を作っていきた

いと思っている。本町も一本化した計画でまとめたいと思ってます。 

 

会 長：ご意見がないようでしたら、計画（案）の具体化を進めて下さい。 

 

３）その他 

 

事務局：次回は 7月 31 日午後 2 時からで、お願いしたいと思います。 

 

会 長：以上で第 3 回豊能町子ども・子育て審議会を閉会します。本日はお疲れ様でした。 

 


